
華
厳
経

に
お
け
る
大
悲
方
便

(
増

田
)

華
厳
経
に
お
け
る
大
悲
方
便

増

田

英

男

こ
れ
ま
で
二
回

(本
誌
35
.
 37
号
)
に
わ
た
り
、
華
厳
経
に
お
け
る
空

観
を
般

若
経
と
の
比
較
の
も
と
に
考
察
し
、
華
厳
経
の
空
観
が
そ
の
中

心
根
幹

に
お
い
て
般
若
経
の
真
空
観
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
真
空
よ
り
お

の
ず
か
ら
発
現
す
る
妙
有
建
立
の
方
面
ー

即
ち
絶
対
否
定
に
裏
づ
け

ら
れ
た
絶
対
肯
定
の
面
f

を
強
調
し
、
こ
の
方
面
に
お
い
て
著
し
い

発
展
を

と
げ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
妙
有
建
立

の
強
調
は
、
同
時
に
衆
生
済
度

・
仏
国
土
建
設
を
目
ざ
す
大
悲
方
便
の

立
場
に

つ
な
が
る
o
そ
こ
で
今
回
は
、
華
厳
経
に
お
け
る
空
観
の
妙
有

的
展
開
発
動
の
重
要
な
主
体
的
契
機
と
し
て
、
そ
の
大
悲
方
便
の
立
場

を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

大
悲

の
立
場
は
、
大
智
を
主
と
す
る
般
若
経
に
お
い
て
も
す
で
に
大

(1
)

乗
菩
薩
の
立
場
と
し
て
力
説
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
方
便
と
い
う
言
葉

は
、
般
若
経
に
お
い
て
は
種

々
様

々
の
意
味
に
用
い
ら
れ
、

し
か
も
そ

れ
は

一
面

に
お
い
て
大
智

(空
観
)
と
大
悲
と
を
媒
介
す
る

よ
う
な
役

(2
)

割
を
果
し

て
い
る
が
、
華
厳
経
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
大
智
を
根
底
に

踏
ま
え
な
が
ら
、
大
悲

の
立
場
が
般
若
経
よ
り
も

一
層
強
調
せ
ら
れ
広

説
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
方
便
と
い
う
言
葉
も
そ
の
多
義
性
を
統

一
し

て
、
も
つ
ぱ
ら
大
悲

の
た
め
の
手
段
方
法
と
い
う
意
味
に
お
い
て
盛
ん

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
例
え
ば
初
品

の
世
間
浄
眼
品
の
偶
に
も
、

仏
於

二無
辺
諸
劫
海

一

常
求

二
正
覚

一悟

-一衆
生

一

無
量
方
便
化
二
一
切

一
(大

九
3
9
7
c
)

仏
放
二無
量
大
光
明

一…
無
数

方
便
皆

悉
現

化
度

一
切
衆
生
類

(
同
3
9
8c
)

大
慈
悲
雲
靡
レ
不
レ
覆

仏
身
難

思
等

二衆

生
一

普
雨
二
法
雨

一潤
二
一
切

一

是

仏
第

一
上
方
便
…
…
仏
是
衆

生
大
光
明
、

常
勤
方
便
利
二
一
切

一
(
同

お
2
a
)

種
種

方
便
化
二
衆
生

一
…
…
無
量
劫
修

二大
悲
門

一

悉
与

二衆

生
自
在
楽

一

種

種
方
便
滅
二
衆
苦

一
(
同

心
o
2
c
)

衆
生
重
罪
悪
業
障

仏
以
二方
便
一悉
除
滅

安
二
立
衆
生
正
法
中
一

是
名
二

離
擬
方
便
見
一
(同

腿8
b
)

な
ど
と
あ
る
の
が
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
o

こ
れ
ら
の
例
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
方
便
と
い
う
言
葉
は
、
衆
生
を
教
化
し
て
正
法
を
悟
ら

し
め
衆
苦
を
滅
し
て
自
在
の
楽
を
与
え
ん
が
た
め
の
実
践
的
手
段
方
法
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-

ご
言
で
い
え
ば
衆
生
済
度
の
実
[践
的
方
法
-

を
意
味
し

て
い

る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
大
悲

の
実
践
的
具
体
化
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
し
か
も

方
便
が
こ
の
よ
う
に
衆
生
済
度

の
機
能
を
発
揮
し
得
る
の
は
、
そ

の
方

便
自
体

が
大
智

(真
空
)
に
根
ざ
せ
る
、
な
い
し
は
大
智
と
等

し
き
清

浄
無
相
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
般
若
経
で
は
方
便
と
い
う
言

葉
は

一
面

「
不
取
相

・
無
執
著
」

の
意
味
-

即
ち
真
空
清
浄
の
意
味

ー

を
担

つ
て
い
る
が
、
華
厳
経
で
も
例
え
ば
、

仏
於

二
方
便

一

悉
已
清
浄

調
二
伏
衆

生

一

令
レ
除
二
垢
繊

一
(
世
間
浄

眼
品
、

大
九

合
心
b
)

為
レ
現
二
寂
静
微
妙
法

一
能

然
二
無

上
智
慧
燈

一
是
則
方
便
真
浄
眼

(
同
3
9
7c
)

随
二
衆

生
器
一而
開

化

令
レ
得
二
方
便
清
浄
道

一
(
盧
舎
那
仏
品
、

同
4
0
5
c
)

内
常
楽
二
禅
寂

一

而
無

レ
繋
二
心
想

一

彼

心
無
二
所
著

一

是

則

方

便

力

方

便
善
観
察
…
…
常
行
二
渥

葉

性

一

楽
一一於

解

脱

道

一

具
ハ
ご足

平

等

慧

一

彼

住
二寂
滅
法
一
是
則
方
便
力
…
…

(如
来
光
明
覚
品
、
同
4
2
5b
)

な
ど
と
あ
る
如
く
、
大
悲

の
た
め
の
方
便
が
、
同
時
に
大
智

(真
空
清

浄
)
の
立
場
に
直
結
し
即
同
し
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の

よ
う
な
大
智
と
即

一
な
る
方
便
が
、
真
空
か
ら
妙
有

へ
の
大
悲
的
建
立

(3
)

門
を
起
す
重
要
な
契
機
を
な
す
こ
と
は
、
十
地
品

(大
九
5
6
1
a
-
5
6
3
c
)

に
第
六
地

に
て
大
智
真
空
観
を
開
発
し
た
菩
薩
が
、
第
七
地
に
入

つ
て

智
慧
と
方
便
と
の
和
合
せ
る
方
便
慧
に
よ
つ
て
、
十
の
妙
行
を
起
し
十

波
羅
蜜
を
具
足
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
聾
明
ら
か

で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
十
の
妙
行
に
お
い
て
は

「善
修
二空
無
相
無
願
一
、

シ
カ
モ

而

以
二
慈
悲
心
一処
二在
衆
生
一
、…
…
遠
二離
三
界

一而
荘
二厳
三
界
一…
…

知
下
一
切
仏
国
土
空
如
二虚
空
一皆
是
離
占
相
、
而

起
二浄
国
土
行
一
、…
…

知
二諸
仏
音
声
不
可
説
寂
滅
相
一
、而
随
二
一
切
一起

二種
種
荘
厳

音
声
こ

(大
九
5
6
1
a
.
 
c
f
.

偶
頗
5
6
2
-
5
6
3
a
)

と
い
う
具
合
に
、
真
空
か
ら
妙
有

を
、
大
智
か
ら
大
悲
を
建
立
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
即
ち

「諸

法
真
実
相

寂
滅
無
二
所
依
一

如
来
方
便
力

能
為
二衆
生
一現
…
…
」

(世
間
浄
眼
品
、
同
3
9
8
a
)と
い
う
如
く
、
大
智

と
即

一
な
る
方
便

(如

来
の
方
便
)
が
、
真
空
と
大
悲
、
実
相
と
衆
生
と
を
媒
介
す

る
重
要
な

契
機
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
よ
り
本
質
的
に
は
、
媒
介
を
待
つ
ま

で
も
な
く
大
智

(真
空
)

は
お
の
ず
か
ら
大
悲

(妙
有
妙
用
)
へ
と
展
開
発
動
し
て
行
く
。

こ
の
こ

と
は
す
で
に
般
若
経
か
ら
華
厳
経

へ
の
発
展
過
程
そ
の
も
の
の
中
に
、

さ
ら
に
ま
た
華
厳
経
に
お
け
る
教
説

の
中
心
が
文
殊
の
智
慧
か
ら
普
賢

(
4
)

の
行
願

へ
と
移
行
し
て
行
く
と
こ
ろ
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
大
悲
の
立
場
を
高
唱
し
た
文
例
は
華
厳
経

の
至
る
所
に
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
菩
薩
が
大
悲
度
生
の
心
を
起
す
当
初
の
心
情
を
述
べ
て
、
す
で

に
正
法
を
悟
れ
る
菩
薩
は
、
諸
の
衆
生
が
煩
悩

や
邪
見
に
縛
ら
れ
て
大

苦
悩
を
受
け
て
い
る
の
を
見
て
捨
て
て
お
け
ず
、

「衆
生
若
未
二
成
熟
一
、

シ
カ
モ

而

捨
取
二正
覚
輔
是
所
レ
不
レ
応
。
我
当
下
先
教
二
化
衆
生
一
、於
二無
量
劫
一

修
二
菩
薩
行
一
、未
成
熟
者
教
令
二成
熟
一
、未
調
伏
者
教
令
二調
伏
一
、諸
未

度
者
教
令
中
得
度
上
」
と
決
意
し
、

い
わ
ゆ
る
不
住
浬
藥
の
立
場
か
ら
衆

生
の
た
だ
中
に
入
り
込
み
、
し

か
も

「我
不
レ
成
二就
衆
生
一
、誰
当
二成

華
厳
経

に
お
け
る
大

悲
方
便

(
増

田
)
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華
厳
経
に
お
け
る
大
悲
方
便

(
増

田
)

就
↓
我

不
レ調
二伏
衆
生
↓
誰
当
二調
伏
一…
…
我
不
レ清
二浄
衆
生
↓
誰
当

レ
令
二
清
浄
一」
と
い
う
切
な
る
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
大
悲
度
生

の
実

践

に
向
う

こ
と
が
説
か
れ
る
(+
行
品
、
大
九
心
5
6
9
b
)
。

こ
の
我
為
さ
ず
ん

ば
誰
か
当
に
為
す
べ
き
と
の
使
命
感
は
、
さ
ら
に
灼
熱
し
て

二

切
世

す
く

間
は
五
欲
の
泥
に
没
す
、
我

一
人
を
除
き
て
は
能
く
彼
を
済
う
も
の
無

し
」
(離
世
間
品
、
同
6
6
7
a
.
 

c
f
.
 

十
地
品
、
同
5
5
6a
)
と
い
う
つ
き
つ
め

た
自
覚

と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
切
な
る
大
悲
心
か
ら
、
菩
薩
は
自
か
ら

修
行
し
積
集
し
た
無
量
の
善
根
を
悉
く

一
切
衆
生
に
廻
向
し
、
そ
れ
に

よ
つ
て

一
切
の
衆
生
を
地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生
等

の
無
量
の
苦
悩
か
ら
救

い
出
し
、
清
浄
解
脱
を
得
し
め
ん
と
す
る
。

そ
し
て
衆
生
を
救
い
導
き

安
ん
ぜ
ん
が
た
め
に
、
自
か
ら

一
切
衆
生
の
舎
と
な
り
護
と
な
り
帰
と

な
り
…
…
大
明
と
な
り
炬
と
な
り
燈
と
な
ら
ん
と
念
願
す
る

(廻
向
品
、

同
4
8
8
.
f
f
.
 
c
f
.
 

十
行
品
、
同
4
7
1
b
c
.
 

入
法
界
品
、
同
7
4
3
a
b
c
)
。

こ
の
念さ

つ

願
は
、
般
若
経
の
末
尾
に
学
若
般

の
菩
薩
の
模
範
と
し
て
記
さ
れ
る
薩

た

ば

う
ん

陀
波
勒爺
菩
薩
の
発
心
以
来
の
大
悲
願
に

一
致
す
る
と
こ
ろ
、で
あ
る
。

さ
ら
に
菩
薩
大
悲
度
生
の
悲
願
は
、

一
切
衆
生
の
苦
悩
に
代
つ
て
自

か
ら
苦

を
受
け
ん
と
す
る
に
至
る
。

こ
の

「代
受
苦
」
の
悲
願
は
、
す

で
に
大
品
般
若
経
金
剛
品

(大
八

2
4
3
b
c
)

に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
華
厳
経
に
お
い
て
は
こ
れ
が
さ
ら
に
強
調
せ
ら
れ
、
た
び
た
び
く

り
返
し
広
説
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

饒
二益
衆
生
一故

如
来
出
二世
間
一

具
二足
大
悲
心
一

為
レ世
転
二法
輪
一

一
切
無
二能
報
一

大
仙
普
慈
恩

不
可
思
議
劫

代
レ衆
受
レ苦
故

無
量
億

劫
中

受
二
諸
地

獄
苦

一

不
レ
捨
一二

切

衆

一

悉

令
レ
得
レ
見
レ
仏

普

能

代
ニ

衆
生

一

具
受

二無
量
苦

一

其

心
無
二
疲
倦

一

為
レ
度
二
一
切

一故

一
切
諸
世

間

所
有
悪
道

苦

如
来
常
処
レ
中

悉
令
レ
聞

二正
法

一

一
一
地
獄
住

不

(
5
)

可
思
議
劫

具
ハ
受
二無
量
苦

一
…
…

(
入
法

界

品

の

二
、
大

九
6
8
3
a
)

菩
薩
摩
詞
薩
、

見
下
送
二
獄
囚

一趣
中
於
死
地
か
…
…
自
捨
二
身
命

一救
ご
彼
苦
難

猶
如
下持
来
菩
薩
勝
進
王
菩
薩
等
諸
大
菩
薩
、
自
捨
二己
身
一受
二衆
楚
毒
↓
以

タ

ト

イ

ヘ

救
屯
衆
生
卸

作

二
如
レ
是

言
叩

我
当

三捨
レ
身

以
代
二
彼
命

一

設
使
苦
痛
過
レ
彼

無
量
、
悉
当
三代
受
令
二其
解
脱
一
(廻
向
品
、
同
5
0
7
c
.
 
c
f
.
 
4
8
9
b
c

b
c

…

4
9
9
c
…
5
1
2
b
c
.
)

と
い
う
如
き
な
ま
な
ま
し
い
表
現
を
見
出
だ
す
。
或
い
は
離
世
間
品
に

二

切
衆
生
に
代
り
て
大
苦
を
受
く
る
不
厭

の
浄
悲
」
が
説
か
れ

(同

66
1a
)
、入
法
界
品
の
十
二
に
善
伏
太
子
が
自
か
ら
獄

人
に
代

つ
て
楚

毒
を
受
け
、
衆
生
を
三
界

の
牢
獄
か
ら
救
わ
ん
と
す
る
不
惜
身
命
の
物

語
が
記
さ
れ
る

(同
7
4
8
b
c
.

(6
)

の
も
里

主
旨

で
あ
る
。
即
ち
般
若
経

に
お
け
る
代
受
苦
の
悲
願
は
、
華
厳
経
に
至
つ
て

一
層
切
烈
な
も
の
と

な

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
苦
悩
悪
毒
に
満
ち
た
衆
生
世
界

の
た
だ
中
に
入
り

込
ん
で
、
衆
生
の
身
代
り
と
な
つ
て
自
か
ら
苦
を
受
け
悪
に
沈
ん
で
衆

生
を
救
済
浄
化
す
る
に
は
、

一
面
ま
た

一
一
の
衆
生
の
特
殊
的
具
体
的

な
資
質
境
位
に
応
同
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
も
適
応
し
た
方
便
が
行
ぜ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
、
賢
首
品

(同
4
3
5b)
に
仏
が
衆

生

の
性
・苦
楽
・

所
行

・
希
求
等
に
応
同
し
て
こ
れ
を
化
導
せ
ん
が
た
め
に
八
万
四
千
の
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法
門
を
開

き
、
大
苦
海
中
の
衆
生
と
事
を
伺
じ
う
し
つ
つ
こ
れ
を
救
わ

ん
と
す
る
こ
と
が
説
か
れ
、
性
起
品

(同
6
1
3
b
)に
如
来
の
大
悲

一
味

の
法
水
も
、
衆
生
の
器
根

の
不
同
な
る
に
随

つ
て
、
地
に
そ
そ
ぐ
法
雨

(方
便
)
に
は
種

々
差
別
の
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
の
も
こ
れ
を
示
す
。

つ
ま
り
大
悲
は
根
源
的
に
は

一
味
平
等
真
空
無
相
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

方
便
と
な

つ
て
具
ハ体
化
す
る
時
は
衆
生
に
応
同

し
て
千
差
万
別

で
あ

る
。
し
か
も
か
か
る
応
同
的
対
機
的
な
方
便
に
よ
る
救
済
は
、
決
し
て

あ
ま
ね

選
ば
れ
た

一
部
の
衆
生
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
慈
雨
の
普
く

大
地
を
潤
す
よ
う
に
、
す
べ
て
の
衆
生
に
普
く
行
き
渡
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

こ
こ
に
大
悲
方
便

の
一
切
衆
生
に
対
す
る
普
き
応
現
、
即
ち

所
謂
普
門

示
現

の
立
場
が
要
請
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
o
例
え
ば
、

如
来

法
身
等

二
法
界

一

普
応
二衆

生
一悉
対
現

如

来

法

王

化
二
衆
生

一

随
ニ

順

諸
法

一悉
調
伏

(
世
間
浄
眼
品
、

大
九
3
9
9b
c
.
)

一
切
衆
生
無
量
門

如
来
為
現
二種
種
形
一
多
方
便
門
照
二衆
生
一
愛
音
如

来

如
レ
是
現

如
来
方
便
無
ご
辺
際

一
(
同

ら
2
b
)

仏

以
二
無
量
方
便
門

一

能
起

二

切
仏
刹
海

一

随

三順

衆

生
所

二
欲
楽

一…
…

如
来
法
身
不
思
議

無
色
無
相
無
二
倫
匹

一

示
二現
色
身

一為

二衆

生

一

十

方

受

レ
化
靡
レ
不
レ
見

或
為

二衆

生
一現
二
短
命

一

或
現

二長
寿

無

量

劫

一

法
身

多
門
現
二十
方
一

常
為
二世
間
良
福
田
一
(盧
舎
那
仏
品
、
同
4
1
1
c
-
4
1
2
.

c
f
.
 

廻
向
品
、
同
5
3
7
a
b
)

な
ど
と
説

か
れ
、
或

い
は
十
地
品
に
第
八
地
の
菩
薩
が
大
方
便
慧
よ
り

無
功
用
の
心
を
生
じ
て
世
界
及
び
衆
生
の
差
別
相
を
悉
く
分
別
了
知

し
、
衆
生
身
の
差
別
に
随
つ
て
1

例
え
ば
沙
門

に
於
て
は
沙
門
と
し

て
、
波
羅
門
に
於
て
は
波
羅
門
と
し
て
、
居
士
に
於
て
は
居
士
と
し
て

あ
ま
ね

ー

そ
れ
ぞ
れ
の
身
を
受
け
、

三
千
大
千
世
界
に
偏
く
身
を
現
ず
る
こ

(
7
)

と
が
説
か
れ
 (
同
5
6
5
a
b
)
、

或
い
は
入
法
界
品
に
法
華
経
普
門
品
に
通

ず
る
よ
う
な
観
世
音
菩
薩
の
応
現
救
護
の
行
願
と
法
門
が
説
か
れ
る
の

(
8
)

は

(同
7
1
8b
)
、ま
さ
に
普
門
示
現

の
立
揚
、
即
ち
摂
取
不
捨

の
普

き

応
化
的
大
悲
方
便

の
立
場
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
し
か
も
こ
こ

で
注

意

す

べ
き

こ

と

は
、

性

起
品

に

如
来

は

「
不

二
分

身

一無

二
種

種

身

↓

於

二
一
切
衆

生

一
随

レ
所

二
応

化

一
示

二
現

其

身

一」

(
同
6
1
7
a
b
)
 
と

あ

る

如

く
、

一
切
に
普
き
示
現
と
は
、
決
し
て
分
身
の
顕
現
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
全
身
の
全
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

つ
ま
り
法
身
と
応
身
と
の

関
係
は
、
分
現
分
同
の
相
対
的
分
派
で
は
な
く
全
現
全
同
の
絶
対
的
相

即
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
平
等

と
差
別

・
普
遍
と
個
多

の
相
即
、
即
ち
理
事
無
畷
の
理
法
が
お
の
ず
か

ら
開

示
せ
ら
れ

て
い

る
。

こ
れ
は
実
践
的
に
は
、

一
世
界
に
於
て

一
衆

生
の
た
め
に
未
来
劫

を
尽
し
て
行
ぜ
ら
れ
る
専

一
的
菩
薩
行
が
、

一
切
世
界
に
於

て
も
、
ま

た

一
切
衆
生
の

一
一
に
対
し
て
も
、
全
く
同
様
に
専

一
的
に
行
ぜ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(廻
向
品
、
同

器
5
3
4
a
.
 
c
f
.
 

十
行
品
、
同

蔭
4
6
9
c
.
 

離

世
間
品
、
同
6
4
6
a
)
。つま
り

一
衆
生
救
済
の
た
め
の
無
量
劫
に
わ
た

る
専

一
的
努
力

(
一
に
於
け
る
全
現
)
と
、

一
切
衆

生
救
済

の
た
め
の
無

量
劫
に
わ
た
る
専

一
的
努
力

(多
に
於
け
る
全
現
)
と
の
、

一
身
に
よ
る

同
時
的
実
践
実
現
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
常
識
的
論
理
的
に
は
不
可
能

華
厳
経

に
お
け
る
大
悲
方
便

(
増

田
)
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華
厳
経
に
お
け
る
大
悲
方
便

(増

田
)

な
こ
と
で
あ
る
が
、
仏
菩
薩
の
広
大
切
烈
な
る
大
悲
心
は
こ
の
不
可
能

事
を
も
可
能
と
な
し
、

一
念
の
間
に
普
く
十
方
に
示
現
し
て

一
切
衆
生

を
同
時
に
救
済
せ
ん
と
す
る
。

於
二
一
念
頃

一遊

二
十
方

一

示
二
現

十

方

一如
二
満

月

一

無

量

方
便

化

二衆

生
一

(
賢
首
品
、
大
九

腿
4
3
4
b
)

ニ

シ
キ

於
二
一
念
中

一

悉
能
充
二
満

一
切
法
界

一…
…
修

二法
界

等

菩
薩
浄

業
↓
…
…

住
二
法
界
等
無

量
菩
薩
行
↓
(
廻
向
品
、

同
5
4
3
c
)

於
二
一
念
中
一悉
現
下
一
切
世
界
随
レ応
化
二導

一
切
衆
生
一悉
令
中解
脱
加
…
…

(仏
不
思
議
品
、
同
5
9
0
-
5
9
1
a
)

等

の
文
例

は
こ
れ
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
個
多

の
衆
生

・
個
多
の
世
界

に
同
時
に
応
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
内
実

に
於
て
も
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
個
多
の
衆
生

・
個
多
の
世
界
が
、
大
悲

行
に
よ
つ
て
同
時
に
円
成
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
即
ち
大
悲
的
に
円

成
せ
ら
れ
た
世
界
に
於
て
は
、
個
個
相
互
の
間
の
時
空
的
隔
歴

・
内
実

的
相
異
が
、
差
別
歴
然
た
る
ま
ま
で
透
脱
せ
ら
れ
、
相
互
に
円
融
無
磯

と
な
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
さ
に
事
事
無
擬
の
理
法

の
現
前

に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
故
に

一
念
の
問
に
十
方
に
示
現
せ
ん
と
す
る
大
悲
方

便

の
立
場
は
、
お
の
ず
か
ら
融
通
無
擬

・
円
融
自
在
の
妙
用
を
展
開
し

き
た
る
。

例
え
ば
廻
向
品
に
菩
薩
の
至

一
切
処
の
方
便
廻
向
が
、

一
毛

道
に

一
切
世
界
を
入
れ
多
身
に

一
身
を
入
れ
る
等
の
自
在
を
得
る
こ
と

が
説
か
れ

(大
九
4
9
6
b
c
)
、

盧
舎
那
仏
品
に
普
賢
の
宏
誓
の
願

が

一
身

に

一
切
刹

を
容
れ

一
念
に
三
世
を
示
現
し
、

一
塵

(
一
毛
孔
)
に
無
量

の
仏
刹
を
現
じ
て
衆
生
を
安
住
せ
し
む
る
等

の
妙
方
便
を
発
揮
す
る
こ

と

(同
4
1
0
-
4
1
2
a
)
、

賢
首
品
に
菩
薩
.
 
が
十
方
諸
法
に
於
て
三
昧

に
往

返
出
入
し
て
衆
生
を
度
す
る
無
擬
自
在
の
働
き

(同
4
3
8
b
.
f
)

が
頽

せ

ら
れ
る
の
は
こ
れ
を
示
す
。
さ
ら
に
入
法
界
品

に
最
勝
の
方
便
と
も
い

(9
)

う
べ
き

「法
界
方
便
海
」
の
重
重
無
尽

の
妙
相

(同
7
3
6
c
.
f
.
)

や
、
大

(
1
0
)

悲

の
権
化
た
る
普
賢
の
無
擬
無
尽
の
真
境
界

(
同
7
4
8
b
.
f
.
)
 

が
説

か
れ

る
の
は
、
大
悲
方
便

の
究
寛
的
境
地
を
示
す
も

の
と
い
え
る
。
か
く
て

衆
生
済
度
浄
仏
国
土
の
た
め
に
全
現
全
働
せ
ん
と
す
る
大
悲
方
便
の
立

場
は
、
究
極
し
て
お
の
ず
か
ら
華
厳
独
特

の
無

擬
無
尽
の
世
界
観
を
展

開
し
き
た
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
広
大
深
遠
に
し
て
熱
烈
な
、

し
か
も
無
擬
自
在
な
る

菩
薩
の
大
悲
方
便
は
、
も
と
も
と
空
観

(大
智
)
か
ら
発
現
し
た
大
悲

な
る
が
故
に
、
大
悲
を
行
じ
な
が
ら
少
し
も
大
悲
そ
の
も
の
に
執
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
大
悲
心
に
も
大
悲
行
に
も
大

悲
行

の
結
果

(救
わ
れ
た

衆
生
)
に
も
、
何
ら
執
著
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
即
ち
本
来
空

の
立
揚

を
失
わ
な
い
。
い
わ
ば
無
相
の
大
悲
で
あ
り
、
大
悲
無
相
で
あ
る
。
般

若
経
は
こ
の
点
を
と
く
に
力
説
し
て
、
或
い
は
大
悲
的
布
施
に
お
け
る

三
輪
清
浄
を
説
き
、
或
い
は
大
悲
の
無
相
な
る
端
的
を

「
救
わ
れ
た
衆

生
が

一
人
も
無
い
」
と
い
う
表
現
で
表
わ
し
て

い
る

(例
え
ば
大
品
般

若
、
大
八
2
4
3
b
.
 

金
剛
般
若
、
大
八
謡
上
。
)
。華
厳
経
に
お
い
て
も
同
様
で

あ

つ
て
、
例
え
ば
離
世
間
品
に
三
輪
清
浄
を
含

む
十
種
の
浄
施
な
い
し

十
種
の
浄
慈

・
浄
悲
が
説
か
れ

(大
九
6
6
6
0
a
.
f
.
)
、

十
行
品
に
歓
喜
行
の

-60-



菩
薩
が
大
慈
悲
を
発
し
て
布
施
を
行
じ
、
自
か
ら
修
し
た
功
徳
を
以

つ

て

「度
二
脱
無
量
衆
生
↓
悉
令
レ
究
二寛
無
余
浬
繋
一」
と
念
願
し
な
が

ら
、

「
不

レ
見

二
施

者

一不

レ
見

二
受

者

輔

不
レ
見

二
財

物

一不

レ
見

二
福

田

↓

不

レ
見
レ
業

不

レ
見
レ
報

不

レ
見

レ
果

…

…
」

と

い
う

如

く

何

ら

の
執

著

な

く

一

切
の
想
を
離
脱
し
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ

(同
4
6
6
c
.
 
f
.
)
、

ま
た
無
著
行

の
菩
薩
に

つ
い
て

「観
二真
実
法
性
一入
二衆
生
性
輔
教
化
調
伏
成
二熟
衆

生

↓於

二
彼

衆

生

一
心
無

二
所

著

↓
…

…
入

二
衆

生
道

一於

二
衆

生
道

一
心
無

二
所

著

一」

と

か
、

「
増

二
長
大

悲

一
観

二
諸

善
根

一
心
無

二
所

著

幻

…

…

以
二
此

大

悲
心
一念
念
次
第
未
二曾
断
絶
↓
而
於
二
衆
生
一心
無
二
所
著
こ

な
ど
と
記

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
誓
願
に
は

「若
聞
二諸
方
国
土
衆
生
音
声

(業
…
…

行
.
 境
.
 地
等
)↓
我
当
下
乗
二
大
願
之
カ
一普
至
二彼
処
↓
終
不
レ
捨
二弘
誓
↓

教
二化
衆

生
↓
乃
至
不
レ
起
中
一
念
染
著
卸
所
以
者
何
。
以
二無
所
著
一故
。

自
利
利
レ
彼
清
浄
満
足
o」
と
記
さ
れ
て
い
る

(同

蔭
4
6
9
c
-
4
7
0
a
)
。

或

い

は
ま
た
、

開
二
方
便
門

噌教
二
化
衆

生
一

悉
能
普

現
二
一
切

衆

会

一

猶

如
二
虚
空

一而
無
ニ

来
去

一
(
世
問
浄

眼
品
、
大

九
3
9
5
b
)

悉
度
二
衆

生
一無
レ
有
レ
余

而
於
二
衆
生

一不
レ
取
レ
相

寂
然
不
動
学
二
正
念

一(
十

住
品
、

同
4
4
8c
)

湛
然
常
不
レ
動

十
方
無
レ
不
レ
現

分
二
別

一
切
法

一

不
レ
取
二
諸
法
相

一
了

ニ

達

一
切
法

一

共

心
無
二
所
染

一

済

一度

一
切
衆

一

而
無
二解

脱
者

こ

(
功
徳

品
、

同
4
5
5
a
)

菩

薩
摩
詞
薩

大
慈
悲
無
量

普
念
一二

切
衆

一

其
心
無
二
所
著

一
(
同
4
5
6c
)

な
ど
と
あ
る
の
も
同
じ
く
大
悲
の
無
相
な
る
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に

真
空
か
ら
妙
有

へ
、
大
智
か
ら
大
悲

へ
の
始
終
を
通
じ
て
、
空
観
の
深

達
透
徹
し
て
い
る
の
を
見
る
。

こ
の
空
観
の
深
達
透
徹
こ
そ
、
大
悲
方

便
の
広
大
無
辺
に
し
て
勇
猛
不
退
、
甚
深
微
妙

に
し
て
無
擬
自
在
な
る

働
き
の
出
で
き
た
る
根
元
根
本
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
華
厳
経
に
お
い
て
は
、
空
観

を
根
底
に
踏
ま
え

つ

つ
、
真
空
よ
り
お
の
ず
か
ら
発
現
し
き
た
る
妙
有
建
立
の
面
、

こ
と
に

は
不
住
浬
盤
的
大
悲
方
便
の
面
が
、
般
若
経
よ
り
も
著
し
く
強
調
せ
ら

れ
積
極
化
し
て
お
り
、
か
つ
そ
の
積
極
化
具
体
化
が
徹
底
し
て
応
現
救

護
の
十
方
同
時
円
成
を
期
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
方
無
擬

・
円
融
自
在

の
妙
用
が
発
揮
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
華
厳
独
特
の
無
擬
無

尽
の
世
界
観
が
展
開
し
き
た
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
見
る
限
り
、

華
厳
無
礫
の
世
界
観
は
、
真
空
か
ら
妙
有
妙
用

へ
と
積
極
化
具
ハ体
化
し

て
行
く
大
悲
方
便
の
究
極
的
帰
結
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

1

拙
稿

「空
観
と
大
悲
」
〔本
誌
53
号
ま
た
は
拙
著

『
仏
教
思
想
の
求
道

的
研
究
』
(創
文
社
)
所
収
〕

2

拙
稿
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